
飼料米を活用した 

しまね和牛肉生産 

島根県畜産技術センター 
  肉用牛グループ 土江 博 

第3回アグリ技術シーズセミナー講演資料（H23.10.27 自転車会館） 



！世界の穀物需給がアメリカを 

  中心に逼迫してタイト 

！中国の需要が強い 

！投機筋相場介入が続いている 

！天候不要要因が常に存在する 

輸 入 自給＝飼料米の生産・給与 

研 究 の 目 的 

資料：財務省「貿易統計」 



・畜産技術センター 
・県内加工業者等 

１ 飼料米加工技術の開発 
  ①高温・高圧処理技術の検討 

  ②最適利用形態の検討 

  ③既存加工技術との比較 

２ 飼料米の有効性の検討 
  ①肥育成績の調査 

  ②嗜好性、消化率、栄養価の調査 

  ③既存処理技術との比較 

  ④肉の食味調査 

３ 飼料米の最適栄養管理技術 

  の開発 
  ①マニュアルの作成 

  ②濃厚飼料代替割合の検討 

４ 加工飼料米の製造・流通 

  の検討   

研  究  体  制 

・畜産技術センター 

・島根大学 

・畜産技術センター 

・島根大学 

・島根県立大学 

 短期大学部 

・畜産技術センター 

・産業技術センター 

・島根大学 



目標とする肥育成績 

１→ 

←１２ 

４ ５ ６ 

枝肉重量の確保 
 ４５５㎏以上 

(H19年度 大田食肉公社実績） 

   美味しさの追求 
 柔らかさ、香り  
 肉質等級 → ４等級中心 
    ＢＭＳ№４～６         

脂肪交雑（BMS№）スタンダード 

肥育農家が安心できる技術の提供 

★出荷前の玄米給与（宮崎）で、肉が 
 おいしいと評価。 
★米ぬかペレット給与（茨城、千葉、 
 岐阜、栃木）で、オレイン酸割合が 
 高くなり、枝肉成績、柔らかさ、香り 
 が良くなる傾向。 



試 験 設 計 
肥育開始 

8～10か月齢 12か月齢 

終了（出荷） 
28か月齢 16か月齢 24か月齢 

全期間25%代替 

市販配合飼料 

 

 

10%エクストルーダ   
処理で代替 

 

全期間75%代替 

全期間50%代替 

12か月齢まで
25%代替 

 

12～16   

か月齢市販
配合飼料 

16か月齢～25%代替 

 

 

チモシー乾草 バミューダストロー乾草 粗飼料 

濃 
 

厚 
 

飼 
 

料 

試験区１ 

試験区２ 

試験区３ 

試験区４ 

試験区５ 

備考）①市販配合飼料との代替は、全ての区で重量比とした。                                 

         ②飼料米は、籾付き飼料を用い、破砕処理とエクストルーダで処理を行った。 

各区n=2 



試験牛の概要 

試験区名 
試験 
牛名 

生年月日 性別 
開始時 
月 齢 

開始時 
体 重(㎏) 

備考 

試験区１ 
１号 H20.4.4 

去勢 

８ 

２８５ 

ＥＴ 
全兄弟 
（花冨桜） 

２号 H20.4.4 ２８０ 

試験区２ 
３号 H20.4.4 ２８３ 

４号 H20.3.21 ２６８ 

試験区３ ５号 H20.11.5 
９ 

３０４ ＥＴ 
全兄弟 
（安忠平） 試験区４ ６号 H20.11.6 ３１８ 

試験区３ ７号 H21.2.2 

１０ 
２９３ ＥＴ 

全兄弟 
（茂重桜） 試験区４ ８号 H21.2.12 

２９７ 

試験区５ 
９号 H21.8.15 

８ 
２５９ ＡＩ 

兄弟 
（花国安福） １０号 H21.8.26 ２６４ 

備考）5号&6号、7号&8号は、同一牛房にてﾄﾞｱﾌｨｰﾀﾞによる採食管理を行った。 



試みた様々な加工処理 

◆ポン菓子製造機 

◆自動挽き臼機 

◆飼料サンプル粉砕機 

◆O社乾燥機 

◆飼料粉砕機 

◆ガーデンシュレッダー 

◆飼料米専用破砕機 

◆２軸押出機（エクストルーダ） 



破砕専用機による加工 

飼料米破砕専用機 

左：破砕後  右：もみ米 



高温高圧処理による加工 

エクストルーダ 

（産技センター） 

押出された膨化物 

左：もみ米 右：膨化もみ米 

（3倍の容積に膨化） 

膨化もみ米を更に粉砕 



飼料成分の比較（乾物中％） 

備考）①島根大学分析値、②飼料米は籾付き 



飼料採食量の状況 

区 分 

濃 厚 飼 料 

乾草 
出荷 
月齢 

飼料米 
配合割合 市販 

配合飼料 
飼料米 合計 

試験牛１ ２,９５５ ９８５ ３,９４０ １,３０１ ２４ 
２５％ 

試験牛２ ３,７１９ １,２４０ ４,９５９ １,５８３ ２８ 

試験牛３ 
４,２０５ ９２ ４,２９７ １,５８８ 

２８ 
１０％ 

試験牛４ ２８ 

試験牛５ １,６６８ １,６６８ ３,３３６ １,３１４ ２８ 
５０％ 

試験牛７ １,９３２ １,９３２ ３,８６４ １,１４３ ２８ 

試験牛６ ９０１ ２,７０３ ３,６０４ １,３１５ ２８ 
７５％ 

試験牛８ ７７０ ２,３１１ ３,０８１ １,１５８ ２８ 

試験牛９ ３,１９７ ６８２ ３,８７９ １,３０６ ２５ 
２５％ 

試験牛１０ ３,２７８ ７０９ ３,９８７ １,３５３ ２６ 

（単位：㎏） 



濃厚飼料及び粗飼料の 

1日当たり採食量の推移 



250 

300 

350 

400 

450 

500 

550 

600 

650 

700 

750 

800 

850 

㎏ 体 重 の 推 移 

米1(25%) 米2(25% 米3(ｴｸｽﾄ10%) 米4(ｴｸｽﾄ10%) 

目標値 米5(50%) 米6(75%) 米9(25%) 

米10(25%) 米7(50%) 米8(75%) 

籾付き飼料米を食べると、
牛が早く仕上がる印象 

→牛が枯れる 

→早期出荷の可能性 



増体の状況 

試験牛 開始時体重 終了時体重 ＤＧ 飼料米配合割合 

１号牛 ２８５ ７９０ １．０５  
２５％ 

２号牛 ２８０ ７９０ ０．８６ 

３号牛 ２８３ ８０６ ０．８８  
１０％ 

４号牛 ２６８ ８１６ ０．９２ 

５号牛 ３０４ ６３０ ０．５８  
５０％ 

７号牛 ２９３ ６４６ ０．６５ 

６号牛 ３１８ ６９６ ０．６８  
７５％ 

８号牛 ２９７ ６４２ ０．６４ 

９号牛 ２５９ ６７８ ０．８４  
２５％ 

１０号牛 ２６４ ７２４ ０．８７ 



皮下脂肪厚の推移 

備考）皮下脂肪厚は、超音波診断装置により推定した。
枝肉は、実測値。 



枝肉成績 

試験牛 
枝 肉 
重 量 

格付け 
ＢＭＳ
№ 

ロース芯
面  積 

バラ厚 皮下厚 歩留 

１号牛 ５０８.６ Ａ－４ ６ ６１ ８.２ ２.５ ７４.２ 

２号牛 ５００.８ Ａ－４ ６ ６０ ８.５ ２.８ ７４.１ 

３号牛 ５２７.６ Ａ－３ ４ ５８ ８.２ ３.３ ７２.９ 

４号牛 ５０５.４ Ａ－３ ４ ５７ ８.７ ４.０ ７２.７ 

５号牛 ３８４．０ Ａ－３ ４ ５３ ６.４ １.７ ７４.２ 

７号牛 ３８６.２ Ｂ－２ ３ ４５ ６.０ ４.０ ７０.９ 

６号牛 ４２６.６ Ａ－３ ３ ５３ ７.３ ２.４ ７３.７ 

８号牛 ３８８.６ Ａ－３ ４ ６０ ５.４ ３.０ ７３.３ 

９号牛 ４０７.２ Ａ－４ ６ ４８ ８.１ ２.０ ７４.２ 

１０号牛 ４４４.４ Ｂ－４ ６ ４８ ６.０ ３.３ ７１.２ 



飼料中の脂肪酸組成 
籾付き 
飼料米 

市販 
配合Ｂ 

Ｂ 
＋２５%配合 

Ｂ 
＋５０%配合 

Ｂ 
＋７５%配合 

ｴｸｽﾄﾙｰﾀﾞ
処理 

ミリスチン酸（C14:0) 0.31 0.13 － 0.23 0.25 0.48 

ミリストレイン酸(C14:1) － － － － － － 

パルミチン酸（C16:0） 18.14 15.22 15.33 15.95 16.83 18.30 

パルミトレイン酸(C16:1) － 0.12 - 0.14 - - 

ステアリン酸(C18:0) － 1.60 1.73 1.83 1.55 1.75 

オレイン酸（C18:1) 38.11 22.79 25.86 28.90 32.95 36.62 

リノール酸（C18:2) 41.65 56.66 53.95 50.29 46.11 40.96 

α リノレン酸（C18:3) 1.78 3.48 3.13 2.66 2.32 1.89 

飽和脂肪酸 18.4 17.0 17.1 18.0 18.6 20.5 

不飽和脂肪酸 81.6 83.0 82.9 82.0 81.4 79.5 

一価不飽和脂肪酸 38.1 22.9 25.9 29.0 32.9 36.6 

多価不飽和脂肪酸 43.4 60.1 57.1 52.9 48.4 42.8 



ロース芯中の脂肪酸組成（１） 
１号牛 ２号牛 ３号牛 ４号牛 ９号牛 １０号牛 検定牛 

ミリスチン酸（C14:0) 3.12 2.59 3.15 2.69 2.54 2.69 3.07 

ミリストレイン酸(C14:1) 1.00 1.28 1.54 0.73 0.72 1.06 0.68 

パルミチン酸（C16:0） 27.66 27.50 27.15 28.54 28.26 26.67 28.93 

パルミトレイン酸(C16:1) 4.29 4.74 5.30 3.75 4.16 4.63 4.24 

ステアリン酸(C18:0) 11.08 8.98 9.23 11.90 11.60 11.91 11.86 

オレイン酸（C18:1) 50.74 52.39 51.43 50.55 50.87 51.04 49.16 

リノール酸（C18:2) 1.81 2.22 1.94 1.60 1.58 1.54 1.80 

α リノレン酸（C18:3) 0.10 0.11 0.10 0.07 0.09 0.11 0.08 

飽和脂肪酸 41.94 39.14 39.60 43.19 42.4 41.4 43.92 

不飽和脂肪酸 58.06 60.99 60.48 56.90 57.7 58.9 56.08 

一価不飽和脂肪酸 56.03 58.41 58.28 55.04 55.8 56.7 54.08 

多価不飽和脂肪酸 2.03 2.46 2.12 1.76 1.8 1.9 2.01 

備考）検定牛=16頭の最小自乗平均値、市販配合B給与 



ロース芯中の脂肪酸組成（２） 
５号牛 ７号牛 ６号牛 ８号牛 検定牛 

ミリスチン酸（C14:0) 3.28 3.82 3.44 2.72 3.07 

ミリストレイン酸(C14:1) 0.77 0.57 0.58 1.00 0.68 

パルミチン酸（C16:0） 30.94 26.40 32.26 25.29 28.93 

パルミトレイン酸(C16:1) 3.67 4.72 4.04 4.80 4.24 

ステアリン酸(C18:0) 12.97 11.26 13.77 10.46 11.86 

オレイン酸（C18:1) 46.02 50.52 43.98 53.17 49.16 

リノール酸（C18:2) 1.87 2.11 1.53 1.59 1.80 

α リノレン酸（C18:3) 0.19 - 0.08 0.58 0.08 

飽和脂肪酸 47.3 41.5 49.5 38.5 43.92 

不飽和脂肪酸 52.9 59.1 50.7 61.8 56.08 

一価不飽和脂肪酸 50.5 55.8 48.6 59.0 54.08 

多価不飽和脂肪酸 2.3 2.7 1.9 2.5 2.01 

備考）検定牛=16頭の最小自乗平均値、市販配合B給与 



飼料米を活用した「しまね和牛」肥育牛の 

出荷月齢の早期化 
 （研究期間：H24年度～H26年度） 

島根県畜産技術センター 

肉用牛グループ 土江 博 



研究方法１： 
飼料米の特長を最大限に生かす 

飼料米専用破砕機 
籾米 破砕後 

破砕粒度の検討 

特長：嗜好性が良い、食欲増進、オレイン酸含量高い 

１ 配合飼料の設計（籾付き飼料米２５％配合） 
２ 消化性の調査 

  ◆破砕粒度 

  ◆反芻胃内の発酵性状の調査    



研究方法２： 
出荷月齢の早期化を可能にする給与体系の検討 

12か月齢 28か月齢  

配合前期 

（体を大きくする） 

 

配合後期 

（肉質を良くする） 

 

  配合前期 

 

配合後期 

 

  配合前期 

 

配合後期 

 

 

 

 

対照区 

24か月齢 

試験区１ 

試験区２ 

24か月齢 

12か月齢 

16か月齢を想定 

調査項目：体重、採食量、肉質等 



地  域 

１ 飼料米の利用拡大 

２ 地元産業の活性化 

３ 島根でしか生産できない牛肉   

効   果 

売上 

アップ 

枝肉単価 

アップ 

 

枝肉重量 

アップ 

 

効率化 

アップ 

肥 育 経 営 

波及効果 


